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全日空グループ様との関わり                                        
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Go Toキャンペーン                                             

 

白く可愛らしいすずらんの花言葉は「しあわせ」。患

者さまの早期回復を祈って全日空グループから社会貢

献活動として 1956 年から毎年、全国 51 カ所の赤十

字施設、関連施設にすずらんの花が届けられており、今

年で 65 回目を迎えます。当院がすずらんを頂いたの

は今年で28回目となります。全日空様も新型コロナウ

イルス感染症対策等で大変な中、今年も変わらずすず

らんを届けて頂いたご厚意に感謝いたします。 

 

“しあわせの花” すずらん 
 

例年は贈呈式典の後、全日本空輸の職員の方から

直接患者様へ手渡ししていましたが、今年は感染対策

から、当院ですずらんをお預かりしてお渡しさせてい

ただきました。当院職員から入院患者様へ切り花を渡

すと「あら～もうそんな季節なんですね」と嬉しい声が

聞かれました。また、すずらんの香りがついたしおりを

受け取った職員は「外出が難しい時期なので、香りで

自然を感じることができるのは嬉しい」と話していま

した。 

 

新型コロナウイルス感染症の流行収束後には

「GoTo キャンペーン」が計画されているそうです。

自粛期間を有効活用して、飛行機を使った旅行を計

画してみてはいかがでしょうか。 

5月 27日（水）全日本空輸株式会社（ＡＮＡ）グループより、すずらんの鉢植えや切り花、すずらんの香りがついたしおり

を寄贈していただきました。また、しおりには、競泳の瀬戸大也選手からの応援メッセージを添えていただきました。 

 

▲ すずらんを受け取った曾澤看護部長 

▲ 頂いたすずらんの花・しおり 

 


